
(57)【要約】

【課題】角膜の屈折手術のような外科処置の間に用いる

ための，位置及び機能に柔軟性がある遠隔制御デバイス

を提供する。

【解決手段】手術に用いるデバイスを制御するシステム

は，プロセッサと，コントローラと，治療レーザと，信

号受信器とを備える。遠隔デバイスは複数の入力要素を

備える前記信号受信器と通信する。各入力要素は活性化

されたとき前記信号受信器が受信できる離散信号を送信

するように構成される。前記離散信号の少なくとも１つ

が前記コントローラの通知する操作に対応する。ソフト

ウェアパッケージは前記プロセッサ上に常駐し，前記信

号受信器からのデータを少なくとも前記コントローラを

指示するための信号に変換するように適応させられる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 目 の 屈 折 手 術 に 用 い る デ バ イ ス を 制 御 す る た め の シ ス テ ム で あ っ て ，
　 プ ロ セ ッ サ と ，
　 前 記 プ ロ セ ッ サ と 通 信 す る コ ン ト ロ ー ラ と ，
　 前 記 コ ン ト ロ ー ラ と 通 信 す る 治 療 レ ー ザ と ，
　 前 記 プ ロ セ ッ サ と 通 信 す る 信 号 受 信 器 と ，
　 複 数 の 入 力 要 素 を 備 え る 前 記 信 号 受 信 器 と 通 信 す る 遠 隔 制 御 デ バ イ ス で あ っ て ， 各 入 力
要 素 は 活 性 化 さ れ た と き 前 記 信 号 受 信 器 が 受 信 で き る 離 散 信 号 を 送 信 す る よ う に 構 成 さ れ
， 前 記 離 散 信 号 の 少 な く と も １ つ が 前 記 コ ン ト ロ ー ラ の 通 知 す る 操 作 に 対 応 す る 遠 隔 制 御
デ バ イ ス と ，
　 前 記 プ ロ セ ッ サ 上 に 常 駐 す る ソ フ ト ウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ で あ っ て ， 前 記 信 号 受 信 器 か ら の
デ ー タ を 少 な く と も 前 記 コ ン ト ロ ー ラ を 指 示 す る た め の 信 号 に 変 換 す る よ う に 適 応 さ せ た
ソ フ ト ウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ と を 備 え る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 プ ロ セ ッ サ と 通 信 す る デ ィ ス プ レ イ デ バ イ ス で あ っ て ， 前 記 離 散 信 号 の 少 な く と も
１ つ が 前 記 デ ィ ス プ レ イ デ バ イ ス の 制 御 に 対 応 す る デ ィ ス プ レ イ デ バ イ ス を 更 に 備 え ， か
つ 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ を ， 前 記 離 散 信 号 の 前 記 少 な く と も １ つ か ら の デ ー タ を 前
記 デ ィ ス プ レ イ デ バ イ ス の 制 御 信 号 に 変 換 す る よ う に 更 に 適 応 さ せ た 請 求 項 １ に 記 載 の シ
ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ を ， 前 記 デ ィ ス プ レ イ デ バ イ ス が 患 者 リ ス ト と ， 患 者 用 ベ
ッ ド 位 置 と ， 患 者 の 角 膜 の 画 像 と の う ち 少 な く と も １ つ を 表 示 す る よ う に 指 示 す る よ う に
適 応 さ せ た 請 求 項 ２ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ を ， 前 記 デ ィ ス プ レ イ デ バ イ ス が 患 者 リ ス ト を 表 示 す る よ
う に 指 示 す る よ う に 適 応 さ せ ， か つ 前 記 離 散 信 号 の 少 な く と も １ つ を 患 者 の 選 択 に 対 応 さ
せ ， 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ を ， 前 記 患 者 の 選 択 を 受 信 し ， そ の 選 択 さ れ た 患 者 の 所
定 の 切 除 輪 郭 を 取 得 す る よ う に 更 に 適 応 さ せ た 請 求 項 ２ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 プ ロ セ ッ サ を ， 更 に 患 者 の 目 を 写 す よ う に 位 置 さ せ た カ メ ラ と 通 信 さ せ ， か つ 前 記
ソ フ ト ウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ を ， 前 記 患 者 の 目 の 角 膜 の 位 置 合 わ せ を し た 画 像 を 自 動 的 に 計 算
し て 表 示 す る よ う に 適 応 さ せ た 請 求 項 ２ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 コ ン ト ロ ー ラ を ， 患 者 用 ベ ッ ド の 位 置 を 変 え る た め に ， 患 者 用 ベ ッ ド に 関 連 し た 制
御 を す る よ う に 構 成 す る 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 の 患 者 用 ベ ッ ド 位 置 を 治 療 位 置 と 角 膜 フ ラ ッ プ 切 除 位 置 と の 間 で 移 動 で き る よ う に
し ， 前 記 治 療 位 置 は 治 療 レ ー ザ と 位 置 合 わ せ し ， 前 記 フ ラ ッ プ 切 除 位 置 は 組 織 切 断 レ ー ザ
と 位 置 合 わ せ す る 請 求 項 ６ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ユ ー ザ が ， 前 記 入 力 要 素 の 少 な く と も １ つ の 前 記 対 応 付 け を プ ロ グ ラ ム で き る 請 求 項 １
に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 遠 隔 制 御 デ バ イ ス を ， 手 持 ち 遠 隔 制 御 デ バ イ ス と ， 足 踏 ス イ ッ チ と ， ジ ョ イ ス テ ィ
ッ ク と か ら な る グ ル ー プ か ら 選 択 す る 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 目 の 屈 折 手 術 に 用 い る デ バ イ ス を 制 御 す る た め の シ ス テ ム を 構 成 す る 方 法 で あ っ て ，
　 複 数 の 入 力 要 素 を 備 え る 遠 隔 制 御 デ バ イ ス で あ っ て ， 各 入 力 要 素 が 活 性 化 さ れ た と き に
離 散 信 号 を 送 信 す る よ う に 構 成 す る 遠 隔 制 御 デ バ イ ス を 提 供 す る ス テ ッ プ と ，

10

20

30

40

50

(2) JP 2007-167659 A 2007.7.5



　 各 離 散 信 号 を ， 屈 折 レ ー ザ 手 術 シ ス テ ム の ハ ー ド ウ ェ ア 要 素 に よ っ て 実 装 さ れ る 操 作 に
電 子 的 に 対 応 付 け る ス テ ッ プ と ，
　 プ ロ セ ッ サ 上 に 常 駐 す る ソ フ ト ウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ で あ っ て ， 該 ソ フ ト ウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ
を ， 前 記 遠 隔 制 御 デ バ イ ス か ら の 信 号 デ ー タ を 受 信 し ， 前 記 電 子 的 対 応 付 け に 基 づ い て 前
記 ハ ー ド ウ ェ ア 要 素 の 制 御 デ ー タ に 変 換 し ， か つ 前 記 制 御 デ ー タ と 相 関 す る 制 御 信 号 を 前
記 ハ ー ド ウ ェ ア 要 素 に 出 力 す る よ う に 適 応 さ せ た ソ フ ト ウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ を 提 供 す る ス テ
ッ プ と を 有 す る 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 離 散 信 号 の 少 な く と も １ つ を デ ィ ス プ レ イ デ バ イ ス の 制 御 に 対 応 さ せ ， か つ 前 記 ソ
フ ト ウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ を 前 記 離 散 信 号 の 前 記 少 な く と も １ つ か ら の デ ー タ を 前 記 デ ィ ス プ
レ イ デ バ イ ス の 制 御 信 号 に 変 換 す る よ う に 更 に 適 応 さ せ た 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ を ， 前 記 デ ィ ス プ レ イ デ バ イ ス が 患 者 リ ス ト と ， 患 者 用 ベ
ッ ド 位 置 と ， 患 者 の 角 膜 の 画 像 と の う ち 少 な く と も １ つ を 表 示 す る よ う に 指 示 す る よ う に
適 応 さ せ た 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ を ， 前 記 デ ィ ス プ レ イ デ バ イ ス が 患 者 リ ス ト を 表 示 す る よ
う に 指 示 す る よ う に 適 応 さ せ ， か つ 前 記 離 散 信 号 の 少 な く と も １ つ を 患 者 の 選 択 に 対 応 さ
せ ， 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ を ， 前 記 患 者 の 選 択 を 受 信 し ， そ の 選 択 さ れ た 患 者 の 所
定 の 切 除 輪 郭 を 取 得 す る よ う に 更 に 適 応 さ せ た 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ を ， カ メ ラ か ら 患 者 の 目 の 画 像 を 受 信 し ， 前 記 患 者 の 目 の
角 膜 の 位 置 合 わ せ を し た 画 像 を 自 動 的 に 計 算 し て 表 示 す る よ う に 適 応 さ せ た 請 求 項 １ １ に
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 離 散 信 号 の 少 な く と も １ つ を ， 患 者 用 ベ ッ ド の 位 置 を 変 え る た め の コ ン ト ロ ー ラ に
対 応 さ せ る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 の 患 者 用 ベ ッ ド 位 置 を 治 療 位 置 と 角 膜 フ ラ ッ プ 切 除 位 置 と の 間 で 移 動 で き る よ う に
し ， 前 記 治 療 位 置 は 治 療 レ ー ザ と 位 置 合 わ せ し ， 前 記 フ ラ ッ プ 切 除 位 置 は 組 織 切 断 レ ー ザ
と 位 置 合 わ せ す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ を ， 前 記 入 力 要 素 の 少 な く と も １ つ と ユ ー ザ が 指 定 す る 機
能 と の 対 応 付 け を 構 成 す る た め に ， ユ ー ザ 入 力 を 受 信 す る よ う に 更 に 適 応 さ せ た 請 求 項 １
０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 遠 隔 制 御 デ バ イ ス を ， 手 持 ち 遠 隔 制 御 デ バ イ ス と ， 足 踏 ス イ ッ チ と ， ジ ョ イ ス テ ィ
ッ ク と か ら な る グ ル ー プ か ら 選 択 す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ， 目 の レ ー ザ 手 術 に 関 す る も の で あ り ， よ り 特 定 す れ ば 視 力 障 害 を 矯 正 す る た
め の レ ー ザ 切 除 手 術 ， 更 に 特 定 す れ ば レ ー ザ 手 術 デ バ イ ス の 制 御 デ バ イ ス の た め の シ ス テ
ム 及 び 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 目 の 屈 折 手 術 に お い て ， レ ー ザ シ ス テ ム は 典 型 的 に は キ ー ボ ー ド 及 び マ ウ ス ， 又 は シ ス
テ ム に 組 み 込 ま れ た ハ ー ド ウ ェ ア ボ タ ン を 用 い て 制 御 さ れ る 。 そ の よ う な 永 続 的 に 装 着 さ
れ た デ バ イ ス は 位 置 を 変 更 す る こ と が で き ず ， 構 成 す る こ と も で き な い 。 ま た 特 に ， １ つ
の 目 か ら も う １ つ の 目 に 移 る と き な ど ， 処 置 の あ る 部 分 で 手 が 届 き に く い こ と が あ る 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
　 電 子 デ バ イ ス を 操 作 す る た め に 遠 隔 制 御 デ バ イ ス を 使 う こ と は よ く 知 ら れ て い る 。 白 内
障 及 び 硝 子 体 処 置 に お い て も 外 部 デ バ イ ス の 使 用 が 知 ら れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 角 膜 の 屈 折 手 術 の よ う な 手 術 処 置 の 間 に 用 い る た め の ， 位 置 及 び 機 能 に 柔 軟 性 が あ る 遠
隔 制 御 デ バ イ ス を 提 供 す る こ と が 望 ま れ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は ， 目 の 屈 折 手 術 に 用 い る デ バ イ ス を 制 御 す る た め の シ ス テ ム 及 び 方 法 に 関 す る
。 本 シ ス テ ム は ， プ ロ セ ッ サ と ， 前 記 プ ロ セ ッ サ と 通 信 す る コ ン ト ロ ー ラ と ， 前 記 コ ン ト
ロ ー ラ と 通 信 す る 治 療 レ ー ザ と ， 前 記 プ ロ セ ッ サ と 通 信 す る 信 号 受 信 器 と を 備 え る 。 遠 隔
制 御 デ バ イ ス は 複 数 の 入 力 要 素 を 備 え る 前 記 信 号 受 信 器 と 通 信 す る 。 各 入 力 要 素 は 活 性 化
さ れ た と き 前 記 信 号 受 信 器 が 受 信 で き る 離 散 信 号 を 送 信 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 前 記 離 散
信 号 の 少 な く と も １ つ が 前 記 コ ン ト ロ ー ラ の 通 知 す る 操 作 に 対 応 す る 。 ソ フ ト ウ ェ ア パ ッ
ケ ー ジ は 前 記 プ ロ セ ッ サ 上 に 常 駐 し ， 前 記 信 号 受 信 器 か ら の デ ー タ を 少 な く と も 前 記 コ ン
ト ロ ー ラ を 指 示 す る た め の 信 号 に 変 換 す る よ う に 適 応 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 目 の 屈 折 手 術 に 用 い る デ バ イ ス を 制 御 す る た め の シ ス テ ム を 構 成 す る 方 法 は ， 複 数 の 入
力 要 素 を 備 え る 遠 隔 制 御 デ バ イ ス で あ っ て ， 各 入 力 要 素 は 活 性 化 さ れ た と き に 離 散 信 号 を
送 信 す る よ う に 構 成 す る 遠 隔 制 御 デ バ イ ス を 提 供 す る ス テ ッ プ を 有 す る 。 各 離 散 信 号 は ，
屈 折 レ ー ザ 手 術 シ ス テ ム の ハ ー ド ウ ェ ア 要 素 に よ っ て 実 装 さ れ る 操 作 に 電 子 的 に 対 応 付 け
ら れ る 。 プ ロ セ ッ サ 上 に 常 駐 す る ソ フ ト ウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ は ， 前 記 遠 隔 制 御 デ バ イ ス か ら
の 信 号 デ ー タ を 受 信 し ， 前 記 電 子 的 対 応 付 け に 基 づ い て 前 記 ハ ー ド ウ ェ ア 要 素 の 制 御 デ ー
タ に 変 換 す る よ う に 適 応 さ せ ら れ る 。 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ は ま た ， 前 記 制 御 デ ー
タ と 相 関 す る 制 御 信 号 を 前 記 ハ ー ド ウ ェ ア 要 素 に 出 力 す る よ う に 適 応 さ せ ら れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 効 果 は 多 岐 に わ た る 。 遠 隔 制 御 デ バ イ ス の 利 用 に よ っ て ， 機 動 性 が 得 ら れ ， か
つ 複 数 の ユ ー ザ が 決 め た 位 置 か ら の 制 御 が 可 能 に な り ， シ ス テ ム を 扱 う 際 の 柔 軟 性 が 増 加
す る 。 例 え ば ， 制 御 位 置 を そ れ ぞ れ の 目 に 対 応 し て 反 対 側 に 切 り 替 え る こ と が で き ， そ れ
に よ っ て 適 切 な 手 を 使 う こ と が で き ， 又 は 単 純 に ， 同 時 に 複 数 の 位 置 に あ る 制 御 ユ ニ ッ ト
を 選 択 す る こ と が で き る 。 レ ー シ ッ ク 手 術 に お け る 現 在 の 実 践 法 に 関 し て ， 本 発 明 は マ イ
ク ロ ケ ラ ト ー ム の 準 備 の よ う な 同 時 に 行 う 複 数 の 仕 事 か ら 手 術 助 手 を 解 放 す る こ と が で き
， そ れ で も な お 遠 隔 制 御 デ バ イ ス を 介 し て グ ラ フ ィ ッ ク ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス の 制 御 を 維
持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 物 理 的 柔 軟 性 及 び 機 動 性 に 加 え て ， 外 部 制 御 も ま た 構 成 可 能 性 を 増 加 さ せ ， ユ ー ザ が 自
分 の 好 み に 合 っ た 制 御 機 能 を 指 定 す る こ と が で き る の で ， 人 間 工 学 及 び 利 便 性 を 改 善 す る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 制 御 位 置 及 び 構 成 を 最 適 化 す る こ と に よ っ て ， 操 作 者 と 制 御 ユ ニ ッ ト の 間 に 直 接 の 見 通
し が な く て も 遠 隔 制 御 デ バ イ ス を 操 作 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 固 定 さ れ た ハ ー ド
ウ ェ ア に 装 着 さ れ た 制 御 部 又 は 別 々 の ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス を 探 す た め に 手 術 が 中 断 さ れ
る 可 能 性 が 取 り 除 か れ ， 更 に 手 術 過 程 が 改 善 さ れ る 。 更 に ， シ ス テ ム か ら ハ ー ド ウ ェ ア コ
ン ポ ー ネ ン ト が 取 り 除 か れ る の で ス ペ ー ス が 節 約 に な り ， 起 こ り う る 電 磁 的 干 渉 問 題 も 除
去 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 機 構 及 び 操 作 方 法 双 方 に 関 し て 本 発 明 を 特 徴 付 け る 特 徴 は ， そ の 更 な る 目 的 及 び 利 点 と
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共 に ， 以 下 の 記 述 と 付 随 す る 図 面 と か ら よ り 良 く 理 解 さ れ る で あ ろ う 。 添 付 の 図 面 は 例 示
及 び 説 明 の た め の も の で あ り ， 本 発 明 の 範 囲 を 定 義 す る も の で は な い こ と は 直 ち に 理 解 さ
れ る で あ ろ う 。 本 願 発 明 に よ っ て 達 成 さ れ る こ れ ら の 及 び ほ か の 目 的 ， 並 び に 提 供 さ れ る
利 点 は ， 以 下 の 記 述 を 付 随 す る 図 面 と 共 に 読 む こ と に よ っ て ， よ り 十 分 に 明 ら か に な る で
あ ろ う 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ こ で 図 １ ～ ５ を 参 照 し て 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 を 説 明 す る 。 角 膜 レ ー ザ 切 除 を 行 う
シ ス テ ム １ ０ は ， 例 え ば エ キ シ マ レ ー ザ で あ っ て も よ い 間 欠 治 療 レ ー ザ １ １ を 備 え る （ 図
１ ） 。 角 膜 フ ラ ッ プ を 切 断 す る 切 断 レ ー ザ １ ２ も あ っ て よ い 。 患 者 は 典 型 的 に は ベ ッ ド １
３ の 上 に 寝 か せ ら れ ， ベ ッ ド は 患 者 の 角 膜 １ ５ が 切 断 レ ー ザ １ ２ で 処 置 さ れ る 第 １ の 位 置
１ ４ と ， 患 者 の 角 膜 １ ５ が 治 療 レ ー ザ １ １ で 処 置 さ れ る 第 ２ の 位 置 １ ６ と の 間 を 移 動 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 シ ス テ ム １ ０ は ， プ ロ セ ッ サ １ ７ 及 び そ の 上 に 常 駐 す る ソ フ ト ウ ェ ア １ ８ を 備 え る 。 レ
ー ザ コ ン ト ロ ー ラ １ ９ と ， デ ィ ス プ レ イ デ バ イ ス ２ ０ と ， 信 号 受 信 器 ２ １ と は ， プ ロ セ ッ
サ １ ７ と 通 信 す る 。 遠 隔 制 御 デ バ イ ス ２ ２ は ， 信 号 受 信 器 ２ １ と 通 信 す る こ と が で き ， 複
数 の 入 力 要 素 ２ ３ ～ ２ ９ を 備 え る 。 各 入 力 要 素 ２ ３ ～ ２ ９ は ， 活 性 化 さ れ る と 信 号 受 信 器
２ １ が 受 信 で き る ， 例 え ば 赤 外 線 又 は 無 線 周 波 数 範 囲 の 離 散 信 号 を 送 信 す る よ う に 構 成 さ
れ る 。 離 散 信 号 の 少 な く と も １ つ が ， コ ン ト ロ ー ラ １ ９ が 通 知 す る 操 作 に 対 応 付 け ら れ る
。 ソ フ ト ウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ １ ８ は ， 信 号 受 信 器 ２ １ か ら の デ ー タ を コ ン ト ロ ー ラ １ ９ 及 び
デ ィ ス プ レ イ デ バ イ ス ２ ０ の よ う な ハ ー ド ウ ェ ア 要 素 を 指 示 す る 信 号 に 変 換 す る よ う に 適
応 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 デ ィ ス プ レ イ デ バ イ ス ２ ０ は ， 医 師 ／ ユ ー ザ に 例 え ば 患 者 リ ス ト と ， 患 者 用 ベ ッ ド の 位
置 と ， カ メ ラ ３ ０ が 提 供 す る 患 者 の 角 膜 １ ５ の 画 像 と を 表 示 す る た め の グ ラ フ ィ ッ ク ユ ー
ザ イ ン タ フ ェ ー ス （ Ｇ Ｕ Ｉ )を 備 え て も よ い 。 ソ フ ト ウ ェ ア １ ８ が 患 者 リ ス ト を 表 示 す る
よ う に 指 示 し て い る と き は ， 遠 隔 制 御 デ バ イ ス ２ ２ の 上 矢 印 ２ ３ 及 び 下 矢 印 ２ ４ を 用 い て
患 者 リ ス ト を ス ク ロ ー ル さ せ る こ と が で き ， 決 定 キ ー ２ ５ で 特 定 の 患 者 の 名 前 を 選 択 す る
こ と が で き る 。 そ の よ う な 選 択 を 行 う と ， ソ フ ト ウ ェ ア １ ８ は そ の 選 択 さ れ た 患 者 の 所 定
の 切 除 輪 郭 を 取 得 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ユ ー ザ が 目 の 画 像 を 見 た い と き は ， 遠 隔 制 御 デ バ イ ス ２ ２ の ユ ー ザ 定 義 キ ー ２ ６ を 使 っ
て ， デ ィ ス プ レ イ ２ ０ に カ メ ラ ３ ０ か ら の 画 像 を 表 示 す る よ う に 指 示 す る こ と が で き る 。
そ し て ソ フ ト ウ ェ ア １ ８ は ， 自 動 的 に そ の 画 像 を 例 え ば 角 膜 な ど 所 望 の 位 置 に 合 わ せ る よ
う に 処 理 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 患 者 用 ベ ッ ド １ ３ を 第 １ の 位 置 １ ４ と 第 ２ の 位 置 １ ６ と の 間 で 移 動 さ せ る 方 向 も ま た ，
遠 隔 制 御 デ バ イ ス ２ ２ の 上 キ ー ２ ３ ， 下 キ ー ２ ４ ， 右 キ ー ２ ７ ， 左 キ ー ２ ８ で メ ニ ュ ー 項
目 を ス ク ロ ー ル さ せ る こ と に よ っ て 調 整 す る こ と が で き る 。 前 の Ｇ Ｕ Ｉ メ ニ ュ ー に 戻 る 信
号 は ， 戻 る ボ タ ン ２ ９ を 選 択 す る こ と に よ っ て 送 信 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 遠 隔 制 御 デ バ イ ス ２ ２ 上 の 入 力 要 素 ２ ３ ～ ２ ９ は 制 御 デ バ イ ス に 結 線 さ れ て い な い の で
， 当 技 術 の 当 業 者 で あ れ ば ， 遠 隔 制 御 デ バ イ ス が 送 信 す る 離 散 信 号 を ソ フ ト ウ ェ ア パ ッ ケ
ー ジ １ ８ が 実 現 す る 任 意 の 所 望 の 方 法 で ユ ー ザ が 定 義 し ， 構 成 す る こ と が で き る こ と は 理
解 で き る で あ ろ う 。 更 に 各 入 力 要 素 ２ ３ ～ ２ ９ は ま た ， 例 え ば さ ま ざ ま な 条 件 下 で ， ま た
さ ま ざ ま な 機 能 の た め に ， 一 組 の 条 件 下 で 入 力 要 素 ２ ３ ～ ２ ９ が 一 組 の 制 御 に 対 応 付 け ら
れ ， か つ も う １ つ の 条 件 の 組 に お い て は ， 入 力 要 素 ２ ３ ～ ２ ９ が 所 望 の 別 の 制 御 の 組 に 対
応 付 け る こ と が で き る よ う に 多 様 な 機 能 を 持 つ よ う に プ ロ グ ラ ム し て も よ い 。 Ｇ Ｕ Ｉ は 例
え ば ， プ ロ グ ラ ム さ れ た 入 力 要 素 の 機 能 性 が ユ ー ザ に 明 確 で あ る よ う に ， シ ス テ ム の 状 態
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を 明 確 に 示 す よ う に プ ロ グ ラ ム す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 遠 隔 制 御 デ バ イ ス ２ ２ は い く つ か あ る 方 法 の ど れ に よ っ て 組 み 立 て ら れ て も 良 く ， 例 示
さ れ た 形 状 は 限 定 を 意 図 し た も の で は な い 。 遠 隔 制 御 デ バ イ ス ２ ２ は ， 例 え ば 顕 微 鏡 か ら
直 接 患 者 を 見 通 す こ と を 妨 げ な い よ う に ， で き る だ け 薄 い こ と が 望 ま し い 。 ボ タ ン ２ ３ ～
２ ９ は ， 操 作 が 容 易 な よ う に 遠 隔 制 御 デ バ イ ス ２ ２ に 上 面 に 位 置 す る の が 望 ま し い 。 ボ タ
ン ２ ３ ～ ２ ９ は ， す ば や く 探 す こ と が で き る よ う に 独 特 の 形 状 を 有 し ， 高 さ が あ っ て 分 離
し て い る の が 望 ま し い 。 例 え ば 矢 印 ボ タ ン ２ ３ ， ２ ４ ， ２ ７ ， ２ ８ は ， 曲 線 状 の 内 側 及 び
と が っ た 外 縁 を 有 し て も よ い 。 決 定 ボ タ ン ２ ５ は 矢 印 ボ タ ン ２ ３ ， ２ ４ ， ２ ７ ， ２ ８ に 対
し て 中 心 に 位 置 し ， 矢 印 ボ タ ン ２ ３ ， ２ ４ ， ２ ７ ， ２ ８ と 同 じ 高 さ で ， 探 す の が 容 易 な よ
う に 真 ん 中 に 出 っ 張 り が あ っ て も よ い 。 例 と し て の 実 施 例 に お け る 自 動 位 置 合 わ せ ボ タ ン
２ ６ は ， 矢 印 ボ タ ン ２ ３ ， ２ ４ ， ２ ７ ， ２ ８ の 下 に 位 置 し ， 出 っ 張 り の な い 決 定 ボ タ ン ２
５ と 類 似 の 形 状 を し て い る 。 戻 る ボ タ ン ２ ９ は こ こ で は 正 方 形 で あ り ， 矢 印 ボ タ ン ２ ３ ，
２ ４ ， ２ ７ ， ２ ８ の 上 に 位 置 し て い る 。 最 適 な メ ニ ュ ー ス ク ロ ー ル 及 び ユ ー ザ フ ィ ー ド バ
ッ ク の た め に ， ボ タ ン ２ ３ ～ ２ ９ を 押 下 す る と ク リ ッ ク 音 を 伴 う の が 望 ま し い 。 ボ タ ン ２
３ ～ ２ ９ は ま た ， 薄 暗 い 環 境 で も よ く 見 え る よ う に ， バ ッ ク ラ イ ト を 当 て る の が 望 ま し い
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 も う １ つ の 実 施 例 に お い て は ， 手 持 ち 遠 隔 制 御 デ バ イ ス ２ ２ に 加 え ， 又 は そ の 代 わ り に
足 踏 ス イ ッ チ ２ ２ ’ を 提 供 し て も よ い （ 図 ５ ） 。 足 踏 ス イ ッ チ ２ ２ ’ は 例 え ば ， 白 内 障 手
術 の よ う に 医 師 の 手 が ふ さ が っ て い る ほ か の 医 療 処 置 に お い て シ ス テ ム を 制 御 す る た め に
用 い ら れ る よ う な デ バ イ ス を 備 え て も よ い 。 足 踏 ス イ ッ チ ２ ２ ’ の 実 施 例 の 効 果 の 中 に は
， 制 御 機 能 を 助 手 に 委 任 で き る こ と ， ま た 医 師 自 身 が 足 踏 ス イ ッ チ ２ ２ ’ を 操 作 す る と き
， 医 師 の 完 全 な 無 菌 状 態 を 保 証 す る こ と が あ る 。 足 踏 ス イ ッ チ ２ ２ ’ は ， ほ ぼ 平 面 状 の 底
面 ４ １ を 有 す る 台 ４ ０ と ， 人 間 の 足 を そ の 上 に 乗 せ ら れ る よ う に 形 ど ら れ ， 寸 法 決 め さ れ
た 上 面 ４ ２ と を 備 え て も よ く ， ま た 前 縁 ４ ３ か ら 後 縁 ４ ４ に 向 け て 上 方 に 角 度 を 持 っ て も
よ い 。 足 踏 ス イ ッ チ ２ ２ ’ は 固 定 機 能 を 制 御 し な い と 考 え ら れ る が ， こ れ ば 制 限 と し て 意
図 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ こ で は 押 下 で き る ボ タ ン で あ る 複 数 の 入 力 要 素 ４ ５ ～ ４ ９ は ， 上 記 の よ う に 活 性 化 さ
れ る と 信 号 受 信 器 ２ １ が 受 信 で き る 例 え ば 赤 外 線 又 は 無 線 周 波 数 範 囲 の 離 散 信 号 を 送 信 す
る よ う に 構 成 さ れ る 。 離 散 信 号 の 少 な く と も １ つ は ， コ ン ト ロ ー ラ １ ９ が 通 知 す る 操 作 に
対 応 付 け ら れ る 。 ソ フ ト ウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ １ ８ は ， 信 号 受 信 器 ２ １ か ら の デ ー タ を ， コ ン
ト ロ ー ラ １ ９ 及 び デ ィ ス プ レ イ デ バ イ ス ２ ０ の よ う な ハ ー ド ウ ェ ア 要 素 を 指 示 す る 信 号 に
変 換 す る よ う に 適 応 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ５ に 示 す よ う な 特 定 の 実 施 例 に お い て は ， ボ タ ン ４ ５ は 「 戻 る 」 ボ タ ン で あ り ， ボ タ
ン ４ ６ は 「 決 定 」 ボ タ ン で あ り ， ボ タ ン ４ ７ は 上 ／ 下 ボ タ ン で あ り ， ボ タ ン ４ ８ は 左 ／ 右
ボ タ ン で あ り ， そ し て ボ タ ン ４ ９ は ユ ー ザ 定 義 ボ タ ン で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 も う １ つ の 選 択 肢 で は ， ボ タ ン で 操 作 す る 遠 隔 制 御 デ バ イ ス の 代 わ り に ジ ョ イ ス テ ィ ッ
ク ２ ２ ” を 備 え て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 遠 隔 制 御 デ バ イ ス ２ ２ 自 体 は シ ス テ ム １ ０ 内 の さ ま ざ ま な 位 置 に 装 着 す る こ と が で き る
。 例 え ば ， 図 ２ 及 び ３ に 示 す よ う に 顕 微 鏡 ア ー ム ３ １ の 上 の 複 数 の 位 置 ３ ２ ， ３ ３ の い ず
れ か ， 又 は 医 師 用 椅 子 ３ ５ の ひ じ 掛 け ３ ４ の 上 に ， 例 え ば 磁 石 又 は ほ か の 種 類 の 連 結 方 法
で 装 着 で き る 。 遠 隔 制 御 デ バ イ ス ２ ２ は ， 医 師 の 体 又 は 衣 服 ， 若 し く は カ ー ト に さ え 装 着
す る こ と が で き る 。 レ ー ザ ヘ ッ ド 上 に 装 着 す れ ば ， い ず れ か の 手 の 指 で 制 御 す る こ と を 選
択 す る こ と が で き る 。 更 に ， 複 数 の 遠 隔 制 御 デ バ イ ス ２ ２ を ， 操 作 が 容 易 な よ う に 複 数 の
位 置 に 置 く こ と も で き る 。 遠 隔 制 御 デ バ イ ス ２ ２ は シ ス テ ム １ ０ の 多 様 な 位 置 の い ず れ で
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も 同 様 に 良 好 に 再 充 電 す る こ と が で き ， 図 ４ に 示 す よ う に デ ィ ス プ レ イ ２ ０ の 背 面 に は ，
電 源 に 接 続 さ れ た 複 数 の ド ッ キ ン グ ス テ ー シ ョ ン ３ ６ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 上 の 記 述 に お い て ， 簡 潔 性 ， 明 瞭 性 及 び 理 解 性 の た め に 特 定 の 用 語 を 用 い た が ， そ れ
に よ っ て 先 行 技 術 の 要 求 条 件 を 超 え て 不 必 要 な 制 限 を 強 い る も の で は な い 。 な ぜ な ら ば そ
の よ う な 単 語 は こ こ で は 説 明 の た め に 用 い ら れ て お り ， 広 く 解 釈 さ れ る よ う に 意 図 さ れ て
い る か ら で あ る 。 更 に ， こ こ に 例 示 さ れ 説 明 さ れ た 装 置 の 実 施 例 は 例 で あ っ て ， 本 発 明 の
範 囲 は そ の 構 造 の と お り の 詳 細 に よ っ て 制 限 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 上 ， 本 発 明 が 説 明 さ れ た 。 そ の 好 ま し い 実 施 例 の 構 造 ， 操 作 及 び 利 用 と ， そ れ に よ っ
て 得 ら れ る 利 点 が あ り ， 新 し く か つ 有 用 な 結 果 と ， 新 規 で 有 用 な 構 造 と ， 当 技 術 の 当 業 者
に は 明 白 な そ れ ら の 合 理 的 な 機 械 的 均 等 物 と は ， 本 願 請 求 項 に お い て 明 ら か に さ れ て い る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 例 示 シ ス テ ム の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 遠 隔 制 御 デ バ イ ス の た め の 複 数 の 装 着 位 置 を 有 す る 例 示 レ ー ザ シ ス テ ム ヘ ッ ド の
側 面 透 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 遠 隔 制 御 デ バ イ ス の た め の 装 着 位 置 を 有 す る 例 示 医 師 用 椅 子 の 側 面 透 視 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 背 面 に ド ッ キ ン グ ス テ ー シ ョ ン を 有 す る 例 示 デ ィ ス プ レ イ デ バ イ ス の 側 面 透 視 図
で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 足 踏 ス イ ッ チ の 実 施 例 の 上 前 面 透 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ ０ 　 　 シ ス テ ム
　 １ １ 　 　 治 療 レ ー ザ
　 １ ２ 　 　 切 断 レ ー ザ
　 １ ７ 　 　 プ ロ セ ッ サ
　 １ ８ 　 　 ソ フ ト ウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ
　 １ ９ 　 　 コ ン ト ロ ー ラ
　 ２ ０ 　 　 デ ィ ス プ レ イ デ バ イ ス
　 ２ １ 　 　 信 号 受 信 器
　 ２ ２ 　 　 遠 隔 制 御 デ バ イ ス
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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